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外装模型 インテリア模型

CGパースCGパース

ボリュームスタディボリュームスタディ 動線計画図動線計画図

詳細図 モックアップ 性能実験

各種シュミレーション

事前図面検討会

Ｄ－０５－００３ No. 

 （適用範囲）：中層以下の一般鉄骨。超高層などは必要な項目を付加する。  ﾌｧ：鉄骨業者 所 長 工事長 係 員 

［ 鉄 骨 工 事 （ 現 場 施 工 ） ］  

       ベースモルタルは中心塗工法。高力ボルト接合はトルシア形ＨＴＢ。 大：墨出し業者 
 検：当社と契約 

する第三者 
検査会社 

管 理 項 目 管  理  値 監 管 理 分 担 管 理 値 を 外 れ

協 力 会 社  当   社
（管理点） （管理限界） 

理

者

所

長

工
事
長

係

員

協力

会社

時 期 方 法 頻 度 
た 場 合 の 処 置

管 理 の 記 録 備 考 

① 計画の内容  必要な条件、設備、管理値 
 が定められている 

□ ◎ ○ △鳶
△ﾌｧ

施工計画の決
定前 

 修正する  現場施工計画図 
    （書）

②  ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの納まり  施工要領シートＳ１ ◎ ○ △ｶｼﾞ ボルト据付時 目視(＊) 全数 修正する ＊鉄筋との干渉に留意 

③ モルタルの強度  養生期間３日以上 ◎ ○ 建方前 実施工程の検
証 

全数 建方を延期する  週間工程表 

④ 仮ボルトの本数 
（ＨＴＢ継手） 

 一群のボルト数１／３以上 
 かつ２本以上（備考） 

□ ◎ ○鳶 建方中 目視 全数 仮ボルトを増す 

⑤ １節の柱の倒れ 
 架構全体の倒れ 

 e≦H/1000mmかつe≦10mm 
 e≦H/2500+10mm,e≦50mm 

□ ◎ ○鳶
△大

建起し調整時 ﾄﾗﾝｼｯﾄ 

下げ振り 

ピアノ線 

全数 両端に誤差振分 
 次節で調整 

 建入れ精度検査記録 

⑥  ﾄﾙｼｱ形HTBｾｯﾄの規格  大臣認定品､JSSⅡ09規格内 ◇ □ □ ◎ ○ﾌｧ 搬入時 ﾎﾞﾙﾄ社内検査
成積書の検証

搬入毎 

⑦  ﾎﾞﾙﾄ張力確認検査 平均値が気温に応じた規定値
 内 

◇ □ □ ◎ ○ﾌｧ 締付け前 軸力導入試験 ５本/径毎 

⑧ 天候  降雨雪時は作業させない ◎ ○ △ﾌｧ 締付け中 指示 そのつど  中断させる 

⑨ 締付作業手順  １次締め後、ﾏｰｷﾝｸﾞする □ ◎ ○ﾌｧ 締付け中 マーカー 全数 是正する ﾎﾞﾙﾄ､ﾅｯﾄ､座金､母材にマ
ーク 

⑩ 締付後の状態  ﾅｯﾄﾏｰｸがずれ(共回りなし) 
 ﾋﾟﾝﾃｰﾙが破断している 

□ ◎ ○ﾌｧ 締付け後 目視 全数  新しいボルトで締
 め直す 

⑪ 要領書の検討内容  設計仕様の反映を把握 ◇ □ ◎ ○ △ﾌｧ 着手前 修正させる 

⑫ 溶接工技量  溶接方法に合う資格がある □ ◎ ○ △ﾌｧ 溶接前 資格の照合 そのつど  技量附加試験 

⑬ 溶接場所の気象条件  気温≧０℃、強風下は中断 □ ◎ ○ﾌｧ 溶接前･中 温度計 そのつど  中断し養生検討 

⑭ 開先精度と溶接外観  JASS 6 付6の限界許容差内 □ ◎ ○ﾌｧ 溶接前･中･後 目視､ｹﾞｰｼﾞで
測定 

全数 補正する 

⑮ 溶接部の品質 
 （外観・内部欠陥） 

 全ての溶接箇所が合格 ◇ □ □ ◎ ○検 溶接完了して 
24時間経過後 

外観:目視､ｹﾞ
ｰｼﾞで測定  
内部:超音波
探傷試験 

全数又は抜取
検査 

 管理者と協議 

⑯ 自主管理能力評価  客観的に評価している ◎ ○ 工事中 工場ごと 

⑰ 後詰めﾓﾙﾀﾙ充填状況  ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ下前面に充填 □ ◎ ○左 鉄筋型枠工事
前 

目視 全般  是正する 

凡

例

捺

印

注 

記 

施工品質管理表 
・確認印、承認印の押印 ・管理分担を工事事務所として決定しておく 

番

号

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ据付 

ﾍﾞｰｽﾓﾙﾀﾙ塗 

現場施工計画建 

方 

前 

精度・ 

工程管理

建方 変形･転倒の防止

精度管理 建入れ直し 

ﾄﾙｼｱ形HTB  

搬入・検査 

HTB 受入れ

検査立会い

締付作業 

  と

締付管理 

検討・承認

自主管理 

状況の確認
溶接作業と 

溶接管理 

作業管理 

ﾌｧﾌﾞの評価

溶接受入検査

現場溶接 

要領書作成 

溶接工選定 

自主管理 

状況の確認

作業指示 

＊建方時の風荷重に対す 

る安全性の検討により 

  管理値を変更のこと 

建 

入 

ﾄﾙ 

ｼｱ 

形 

高 

力 

ボ 

ル 

ト 

接 

合 

ボルト社内検査成績書▲

は別途ファイルする 取り替える 管理記録表Ｓ－５▲ 

管理記録表Ｓ－６▲ 

現場溶接要領書▲は、 

別途ファイルする 現 

場 

溶 

接 

接 

合 

管理記録表Ｓ－７▲ 

溶接検査成績書▲は、 

別途ファイルする 管理記録表Ｓ－８ 

(検) 

後 

段 

階 
後詰めﾓﾙﾀﾙ 

◇：監理者 ○：管理担当者                      ▲：協力会社が作成する記録。 
□：報告受領者 △：協力者 
 x◎：管理責任者 

施工品質管理表

標準ディテールシートの例

OC-COMET

協力会社常設部門

発注者
設計者

工事
事務所

オンラインツール「OC-COMET]

中間検査

竣工検査

工事事務所の生産設計担当者
を中心に、品質の確保・向上を
図る体制を構築します。
蓄積したノウハウを活かし、建
築と設備の整合性を図り、使い
やすく不具合のない建物を実
現します。

施工図の作成にあたって、モッ
クアップによる実物大検証を行
い、品質を確認します。
施設関係者による使い勝手や
デザインの確認を行うことによ
り、仕様の決定や合意形成を円
滑に行う事ができます。

主要な工種について、施工計
画書を作成し施工に臨みます。
施工計画書の中に「施工品質
管理表」を盛り込んで、管理項
目、管理値、管理担当者、管理
記録を明確にして、自主管理を
徹底します。

着工前の初期総合打合せ会
や、着工後の事前図面検討会
を開催し、関連するフィードバッ
クシートや品質チェックシート
等による事前検討を行い、不具
合防止に努めます。

工程内で定められた各種検査
に加え、各種検討会や、工事各
段階ごとに実施する品質パトロ
ールなどにより、品質管理を行
います。

会議体の設置とオンラインコ
ミュニケーションツールによる
情報共有を推進し、工事関係者
全員が共通の認識をもって工
事を進めます。

■ モックアップによる検証

■ 設計図書の事前検討・不具合防止

■ 生産設計による施工図および建築設備総合図の作成

■ 工事各段階での確認と検査

照明・空調設備

■ 情報の共有化

■ 工種別施工計画の作成

使い勝手の確認

定 例 会 議 ・ 分 科 会

現 場 施 工
方針の策定

施工段階における
品質管理フロー

着工準備段階 工事段階
維持保全段階
（アフターサービス）

お客様

工事監理者

大林組

工 事 各 段 階 で の 確 認 と 検 査

総 合 定 例 ・ 分 科 会

工種別・部
位別施工計
画 の 立 案

施工品質
管理計画
の 立 案

打 合 せ
(検討・調整)

施工管理
品質計画
の 実 施

協力会社 協力会社 作 業

施工品質
管理記録
引渡書類
のまとめ

施工要領
の立案
決定

作業
報告

改善
事例

不具合
発生

データ保管
メンテナンス
リニ ューアル

対応

設計業務フロー
模式図

設計段階
工事段階

維持保全段階
（アフターサービス）

お客様
（常にわかりやすい資料で妥
当性をご確認いただきます）

行政

大林組

（設計）

企画 基本設計 実施設計

定例会議・分科会

ボリューム
スタディ図

等

詳細図
等

総合図
プロット
図等

躯体等
現地
確認

カラー
スキーム

等

モック
アップ
等

引渡
検査

満足度
調査

1年・2年
検査

仕様書
等

一般図
等

模型
ＣＧ等

総合定例・分科会

確認
申請

中間
検査

完了
検査

・ 一般図

・ 構造計画

・ 基本仕様

・ 諸室ゾーニング等
の確定

・ 概算見積

・ 詳細図

・ 構造図

・ 仕様詳細

・ 建具表等
の確定

・ 精算見積

・ 工事監理
竣
工
図

報告
確認

報告
確認

着工
▼

竣工
▼

着工
▼

竣工
▼

フィードバック設計図書の事前検討・不具合防止

生産設計　・ モックアップによる検証

常にわかりやすい資料を用いてプロセスの進捗状況を説明し、お客様に納得いただいたうえでスケジュールやコ
ストをマネジメントします。

品質確保の具体的方策

設計品質・施工品質 よいものを適正価格で速くつくりたい
 『良く』　高付加価値で確かな品質を確保

 設計品質管理：常にわかりやすい資料でご確認いただきます

 施工品質管理：品質確保の具体的方策を確実に実行

ISO9001に基づく施工品質管理に加えて、工事の各フェーズで品質確保の具体的方策を立案し、確実に実行しま
す。常にわかりやすい資料を用いてプロセスの進捗状況を説明し、お客様に納得いただいたうえでスケジュールや
コストをマネジメントします。


